
4528.　4.　1 28.　4.　1

会
員
募
集

　
◆
い
ず
み
読
書
会　
第
３
水
曜
日
午
前　
１０

時
～
正
午
、
中
央
図
書
館
で
。
会
場
費
の
み
。

読
書
感
想
会
。
軽
い
も
の
か
ら
純
文
学
ま
で
。

詳
し
く
は 
日  
浅 ☎
４
２
１
・
９
７
３
７
へ
。

ひ 
あ
さ

　
◆
水
泳
・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
東
久
留

米
市
水
泳
連
盟
）
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
柳

泉
園
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
連
盟
会
費
月
２
０
０
円
と
練
習
会

費
１
回
７
５
０
円
。　

歳
以
上
で
健
康
な
方
。

１６

申
し
込
み
は
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
で
。
詳
し
く
は
河
原
☎
４
７
３
・

３
９
７
８
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

　
◆
生
け
花（
華
道
サ
ー
ク
ル 
草  
月 流
）　
第

そ
う げ
つ

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、
西

１０

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
５
０
０
円

（
花
代
別
）。
初
心
者
～
上
級
者
。
土
曜
日

に
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
あ
り
。
詳
し
く
は
伊
東
☎

４
７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　
◆
合
気
道
（ 
七
曜 会
）　
月
２
回
。
水
曜

し
ち
よ
う

日
午
前
９
時　
分
～　
時
他
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

１５

１１

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

２
０
０
０
円
。
一
般
男
女
。
初
心
者
。
中
高

年
齢
者
も
楽
し
み
な
が
ら
健
康
を
目
指
し
ま

す
。
詳
し
く
は
阿
部
☎
０
８
０・５
０
０
８・

９
１
４
４
へ
。

　
◆
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル　
毎

週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
正
午
～
午
後
６

時
、
小
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
６
カ
月
で
６
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
金
曜
日
は
練
習
コ
ー
ス
。
コ
ー

チ
指
導
あ
り
。
詳
し
く
は
木
戸
☎
４
７
１
・

１
６
３
４
へ
。

　
◆
太
極
拳
若
葉
の
会　
月
３
回
。
月
曜
日

午
前　
時
～
正
午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
他

１０
で
。
入
会
金
５
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
初
歩
か
ら
指
導
。
見
学
体
験
可
。
講
師

は
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
指
導
員
。
詳

し
く
は
塩
澤
☎
４
７
２
・
９
６
８
８
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
協
会　
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
と

第
１
・
第
３
・
第
５
土
曜
日
の
午
前
９
時
～

正
午
、
白
山
球
場
・
南
町
運
動
広
場
他
で
。

会
費
年
５
０
０
０
円
。
シ
ニ
ア
の
健
康
増
強

に
最
適
な
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
。
初
心
者
も
懇
切
指

導
。
体
験
コ
ー
ス
あ
り
。
詳
し
く
は 
児  
玉 

こ 
だ
ま

☎
４
２
２
・
３
８
４
８
へ
。

　
◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
ふ
じ
ク
ラ
ブ
）　

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
の
午
後
２
時
～
６
時
、

滝
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
会
費
月
１
５
０
０

円
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
小
林
☎
４
７
１
・

４
１
７
７
へ
。

　
◆
調
理
実
習
（
ジ
ョ
イ
フ
ル
ク
ラ
ブ
東
久

留
米
）　
月
１
回
。
水
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
１
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
１
２
０
０
円（
食
材
費
別
）。
生
活
習
慣
病

と
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、
楽
し
く
作
っ
て
お

い
し
く
食
べ
る
。
詳
し
く
は
倉
本
☎
４
７

５
・
５
２
６
２
へ
。

　
◆
テ
ニ
ス
（
ア
ッ
プ
ル
）　
月
３
回
。
日

曜
・
祝
日
の
午
前
９
時
～
午
後
１
時
他
、
小

山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
他
で
。
会
費
１
回
５
０
０

円
。
中
・
上
級
者
以
上
で　
歳
ま
で
の
男
女
。

５０

詳
し
く
は
池
田
☎
０
９
０
・
７
２
４
９
・
３

０
３
６
へ
。

　
◆
黒
目
川
あ
る
こ
う
会　
月
２
回
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
年
１
０
０
０
円
。
都

内
近
郊
を
楽
し
く
歩
く
。
４
月
３
日
（
日
）

は 
巾
着
田 、　

日
（
金
）
は 
宝
登
山 
。
詳
し

き
ん
ち
ゃ
く
だ 

ほ
ど
さ
ん

２２

く
は 
今 ☎
４
７
４
・
７
８
４
２
へ
。

こ
ん

　
◆
墨
絵
（ 
寿  
美  
絵 
の
会
）　
第
２・第
４
水

す 
み 
え

曜
日
の
午
後
０
時
半
～
３
時
他
、
ス
ペ
ー
ス

１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
他
で
。
入
会
金

１
５
０
０
円
、
会
費
２
カ
月
６
０
０
０
円
。

竹
ペ
ン
で
描
く
ユ
ニ
ー
ク
な
墨
絵
で
す
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
白
石
☎
０
８
０
・
６

７
２
６
・
２
８
７
５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
剣
道
連
盟
第
三
剣
友
会　
毎

週
土
曜
日
午
後
６
時
半
、
日
曜
日
午
前
９
時

半
か
ら
、
第
九
小
学
校
で
。
入
会
金
２
０
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
幼
稚
園
児
か

ら
大
人
ま
で
指
導
。
見
学
・
体
験
随
時
。
詳

し
く
は
佐
々
木
☎
４
６
１
・
７
０
８
６
へ
。

　
◆
歌
謡 
吟
詠 　
き
ん
れ
い　
第
４
金
曜
日

ぎ
ん
え
い

午
後
２
時
～
４
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

誰
も
が
知
る
歌
謡
曲
に
詩
吟
を
入
れ
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
で
も
楽
し
め
ま
す
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
横
山
☎
４
７
４
・
５
５
６
７
へ
。

　
◆ 
翆
風 書
道
会　
月
２
回
。
月
曜
日
午

す
い
ふ
う

前
９
時
半
～　
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

１１

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
１
回
１
０
０
０

円
。
書
道
の
基
本
か
ら
表
装
作
品
作
り
ま
で
。

楷
書
・
行
書
中
心
。
詳
し
く
は
馬
場
☎
０
９

０
・
４
２
４
７
・
３
８
４
８
へ
。

　
◆
体
操
ク
ラ
ブ
・
ス
テ
ッ
プ　
月
３
回
。

木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

１０

ホ
ー
ル
東
本
町
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
２
５
０
０
円
。
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
・

有
酸
素
の
無
理
の
な
い
運
動
で
、
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
楽
し
も
う
。
詳
し
く
は
渡
辺
☎
４
７

４
・
８
４
７
２
へ
。

　
◆
大
東
流 
合
気 
柔
術　
毎
週
土
曜
・
日
曜

あ
い
き

日
の
午
後
４
時
半
～
６
時
半
他
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、
会

費
月
３
０
０
０
円
（
女
性
・
学
生
は
１
０
０

０
円
）
他
。
小
学
３
年
生
以
上
。
詳
し
く
は

進
藤
☎
４
７
０
・
１
２
３
７
へ
。

　
◆
料
理
教
室（
イ
ケ
メ
ン
厨
房
）　
第
１
土

曜
日
午
前　
時
～
午
後
２
時
、
西
部
地
域
セ

１０

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
１

回
７
０
０
円
。　

歳
以
上
の
男
性
の
た
め
の

６０

料
理
教
室
。
自
主
的
に
買
い
物
な
ど
も
し
ま

す
。
女
性
も
可
。
詳
し
く
は 
乾 
☎
０
８
０
・

い
ぬ
い

１
２
１
０
・
５
２
８
６
へ
。

　
◆
ボ
ウ
リ
ン
グ（
滝
山
青
葉
会
）　
年
６
回
。

偶
数
月
の
第
１
金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場（
東
村
山
市
恩
多
町
三
丁
目
）

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
１
３

０
０
円
。
お
お
む
ね　
歳
以
上
の
方
。
詳
し

６０

く
は 
金
野 
☎
４
７
３
・
４
９
５
５
へ
。

こ
ん
の

　
◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
東
久
留
米
マ
リ
ア

ン
ヌ
F
D
）　
月
３
回
。
水
曜
日
午
後
１
時

　
分
～
４
時
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東

１５本
町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

０
０
０
円
。
世
界
各
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

を
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く

は
木
下
☎
４
７
２
・
４
８
０
０
へ
。

催

し

　
◆
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察
（
さ
ん
ぽ
＆
自
然

観
察
の
会
）　
４
月　
日（
金
）午
前
９
時
半

１５

～
午
後
０
時
半
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

に
集
合
し
て
南
沢
へ
。
参
加
費
３
０
０
円
。

春
の
南
沢
を
少
人
数
で
ゆ
っ
く
り
観
察
し
ま

す
。
要
申
し
込
み
。
小
雨
実
施
。
詳
し
く
は

横
田
☎
４
７
３
・
５
９
９
７
へ
。

　
◆
バ
ザ
ー
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　
４
月　
日
（
土
）

２３

午
前
９
時
～
午
後
１
時
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
体
育
館（
新
川
町
一
丁
目
）で
。
参

加
費
無
料
。
洋
書
・
衣
類
・
雑
貨
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
品
揃
え
（
中
古
品
）。

詳
し
く
は
山
本
☎
０
８
０
・
４
４
５
０
・
３

７
３
７
へ
。

　
◆
手
作
り
シ
ャ
ポ
ー
作
品
展
（
手
作
り

シ
ャ
ポ
ー
の
会
）　
４
月　
日（
祝
）午
前　

２９

１１

時
～
午
後
５
時
、　

日
（
土
）
午
前　
時
～

３０

１０

午
後
４
時
半
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所

向
か
い
）
で
。
入
場
料
無
料
。
個
性
豊
か
な

手
作
り
一
点
物
の
布
帽
子
と
手
編
み
作
品
。

詳
し
く
は
澤
田
☎
４
７
３
・
８
９
９
１
（
夜

間
）
へ
。

　
◆
白
ゆ
り
バ
レ
エ
発
表
会
（
白
ゆ
り
バ
レ

エ
）　
５
月
３
日
（
祝
）
午
後
４
時
半
開
演

（
４
時
開
場
）、ミ
ュ
ー
ズ（
所
沢
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
）
マ
ー
キ
ー
ホ
ー
ル
（
所
沢
市
並

木
一
丁
目
）
で
。
入
場
料
無
料
。
演
目
「
ド

ン
キ
ホ
ー
テ
」
抜
粋
全
幕
・
小
品
集
。
詳
し

く
は
西
山
☎
４
７
７
・
５
０
２
６
へ
。

　
◆
民
謡
連
盟　
周
年
民
謡
ま
つ
り
（
東
久

４５

留
米
市
民
謡
連
盟
）　
４
月　
日（
日
）午
前

１０

　
時
開
演（
９
時　
分
開
場
）、生
涯
学
習
セ

１０

４０

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。　

周
年
４５

を
迎
え
、
会
員
の
発
表
と
、
東
北
を
は
じ
め

各
地
か
ら
豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
髙
橋
☎
０
９
０・７
８
０
７・

４
６
２
６
へ
。

　
◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶
（
う
た
の
広

場
の
会
）　
４
月　
日（
土
）午
後
２
時
～
４

３０

時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費

３
０
０
円
。
ケ
ー
キ
、
紅
茶
、
貸
し
出
し
歌

集
代
。
詳
し
く
は
小
坂
☎
４
７
７
・
４
７
７

１
へ
。

　
◆
「
カ
ワ
セ
ミ
（
翡
翠
）」
写
真
展
（
川
ボ

ラ
写
真
グ
ル
ー
プ
）　
４
月　
日（
土
）～　

１６

２０

日
（
水
）
の
午
前　
時
～
午
後
５
時
（　
日

１０

１６

は
正
午
か
ら
、　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）、ス

２０

ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入

場
料
無
料
。
カ
ワ
セ
ミ
の
写
真
、
Ａ
３
サ
イ

ズ
、　

枚
を
展
示
。
詳
し
く
は
高
橋
☎
０
９

３０
０
・
３
０
４
０
・
５
１
９
５
へ
。

　
◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
会
（
リ
ト
ミ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
・
ま
め
ち
ゃ
ん
ズ
）　
４
月
４
日

（
月
）
午
前　
時
半
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ

１０

ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。
１
歳
児
か

ら
参
加
可
。
詳
し
く
は
遠
藤
☎
０
９
０
・
２

７
６
９
・
１
６
７
４
へ
。

　
◆
文
化
講
演
会「
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
と
は
」

（
東
久
留
米 
稲
門 会
）　
４
月　
日
（
日
）

と
う
も
ん

１７

午
後
３
時
～
４
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館

で
。
参
加
費
無
料
。
五
郎
丸
の
先
輩
が
語
る
。

講
師
は
元
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
コ
ー
チ

の
今
泉
清
氏
。
詳
し
く
は
小
牧
☎
０
９
０
・

７
２
３
１
・
７
１
５
０
へ
。

　
◆
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
東
久
留
米
青
年
会

議
所
）　
４
月　
日（
日
）午
前　
時
～
午
後

１７

１１

４
時
、
ひ
ば
り
テ
ラ
ス
１
１
８
（
西
東
京
市

ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
）
で
。
参
加
費
無
料
。

「
楽
し
い
・
お
い
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

遊
ん
で
学
べ
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
詳
し

く
は
石
川
☎
０
８
０
・
５
５
２
６
・
３
７
３

９
へ
。

　
４
月
６
日
（
水
）
～　
日
（
金
）

１５

の　
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全

１０
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
運
動
の
基
本
を
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
と
し
、
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進（
特
に
、「
自
転
車
安
全
利

用
五
則
」
の
周
知
徹
底
）
を
重
点

の
１
番
目
に
位
置
付
け
て
、
自
転

車
事
故
の
減
少
と
自
転
車
利
用
の

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
周
知
を
図
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、「
後
部
座

席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」「
飲
酒
運

転
の
根
絶
」「
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止
」
を
重
点
に
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

　
市
内
で
も
期
間
中
、
東
久
留
米

市
交
通
安
全
協
会
を
中
心
に
、
交

差
点
で
の
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

◎
自
転
車
安
全
利
用
五
則

　
①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

　
②
車
道
は
左
側
を
通
行
（
右
側

通
行
は
禁
止
）

　
③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

　
④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
２
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点

で
の
信
号
順
守
と
一
時
停
止
・
安

全
確
認
）

　
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
、

傘
差
し
運
転
や
、
自
転
車
運
転
中

の
携
帯
電
話
の
使
用
・
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
着
用
し
な
が
ら
の
運
転
な
ど
、

禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
へ
。

運
転
者
講
習
会 

を
開
催
し
ま
す

　
【
日
時
】
４
月　
日
（
木
）
午
後

１４

６
時
半
～
８
時

　
【
会
場
】
中
央
図
書
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル

　
【
内
容
】交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
、
田
無
警
察
担
当
官
に
よ
る
交

通
安
全
の
講
話

　
【
そ
の
他
】運
転
者
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
道
路
計
画
課
道
路
交

通
計
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８

へ
。

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
手
話
通
訳
者
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
話
講
習

会
で
す
。
年
間
を
通
し
て
受
講
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
講
習
期
間
】
入
門
（
初
級
）・

基
礎
（
中
級
）
＝
５
月　
日
～　

１６

２９

年
２
月
の
毎
週
月
曜
日
▼
応
用

（
上
級
）・実
践
（
通
訳
養
成
ク
ラ

ス
）
＝
５
月　
日
～　
年
２
月
の

１２

２９

毎
週
木
曜
日
。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
会
議
室
な

ど
　
【
費
用
】無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す　

　
【
定
員・対
象
】
左
上
表
の
通
り

　
※
入
門
・
基
礎
は
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
用
・
実
践
は

試
験
で
決
定
し
ま
す
。
試
験
日
は

応
用
が
４
月　
日
（
土
）
午
前
、

２３

実
践
が
同
日
午
後
で
す
。

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
水
）

１３

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

コ
ー
ス
（
１
つ
の
み
）・手
話
経
験
、

在
勤
者
は
勤
務
先
・
所
在
地
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

市
役
所
障
害
福
祉
課
「
手
話
講
習

会
募
集
係
」
宛
て
郵
送
を
。
締
め

切
り
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
※
前
年
度
の
修
了
者
で
上
の
ク

ラ
ス
を
希
望
す
る
場
合
も
、
必
ず

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

◎
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
地
震
発
生
時
に
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
・
移
動
が
起
こ
る
と
、

負
傷
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
地

震
で
け
が
を
し
た
方
の
３
割
～
５

割
が
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
け
が
や

火
災
、
避
難
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
の
時
期
に
、
家
具
や
テ
レ
ビ
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
き
ち
ん
と
固
定

し
、
転
倒
・
落
下
・
移
動
を
防
止

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
就

寝
中
の
地
震
発
生
に
備
え
て
、
寝

室
の
家
具
は
優
先
的
に
、
転
倒
防

止
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
な
家
具
の
配
置

　
通
路
や
出
入
り
口
の
周
辺
に
は
、

転
倒
・
落
下
・
移
動
し
や
す
い
家

具
類
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
下
敷
き
に
な
っ

た
り
挟
ま
れ
た
り
、
避
難
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
家
具
類
を
配

置
す
る
際
は
、
位
置
や
向
き
に
も

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
３
２
３
）
へ
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
と
は
、
地

震
に
対
す
る
住
宅
の
安
全
性
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
耐
震
診
断
前
に
申
請
を
し
な

い
と
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
【
助
成
金
額
】最
大
５
万
円
。
耐

震
診
断
に
要
し
た
費
用
（
消
費
税

を
除
く
）
の
２
分
の
１
以
内
（
１

０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨

て
）
　
【
助
成
対
象
住
宅
】次
の
全
て
に

該
当
す
る
も
の

　
①
昭
和　
年
５
月　
日
以
前
に

５６

３１

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

　
②
自
己
所
有
で
住
居
と
し
て
利

用
　
③
地
階
を
除
く
地
上
３
階
ま
で

　
④
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
併
用
住

宅
を
含
む
）

　
【
助
成
対
象
者
】次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

　
①
助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す
る

個
人
お
よ
び
複
数
で
共
有
す
る
場

合
は
そ
の
代
表
者

　
②
現
在
助
成
対
象
住
宅
に
居
住

し
て
い
る

　
③
住
ん
で
い
る
方
全
員
が
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

　
【
診
断
機
関
】次
の
診
断
機
関
以

外
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
①
市
長
が
認
め
た
建
築
士

　
②
一
般
社
団
法
人
東
京
都
建
築

士
事
務
所
協
会
北
部
支
部
の
会
員

　
③
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
務
所
登
録
制
度
実
施
要
綱
に
基

づ
く
耐
震
診
断
事
務
所

　
助
成
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
施
設
建

設
課
（
市
役
所
５
階
）
６
番
窓
口

で
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
６
へ
。

　
市
で
は
年
６
回
、
耐
震
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
者
が
持
参

し
た
図
面
を
基
に
、
住
宅
の
簡
易

診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
下
表
の
通
り

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　
【
相
談
員
】東
久
留
米
建
築
設
計

協
会
会
員

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
各
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
、
電
話
で
同
協
会
事
務
局

（
桑
原
建
築
設
計
事
務
所
）
☎
４

７
６
・
１
５
１
５
へ
。

　
※
当
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
図
面
な
ど
が

あ
れ
ば
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
施
設
建
設
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
６
へ
。

　
手
話
を
基
礎
か
ら
学
び
た
い
方

に
、初
級
の
手
話
講
習
会（
夜
間
）

を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
程
】全　
回
。
５
月　
日
～

３０

１８

　
年
２
月
８
日
の
毎
週
水
曜
日
。

２９時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９

時
（
祝
日
、
夏
休
み
、
年
末
年
始

は
休
講
）

　
【
会
場
】
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
対
象
者
】　
歳
以
上
で
市
内
在

１８

住
・
在
勤
の
方

　
【
定
員
】　

人
３０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
４
月
４
日
（
月
）

～
８
日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
毎
年
、
春
に
開
催
す
る
市
文
化

協
会
に
よ
る
文
化
祭
で
す
。
ホ
ー

ル
で
の
発
表
と
展
示
、
多
彩
な
催

し
、
長
年
交
流
を
続
け
て
い
る
高

崎
市
文
化
協
会
榛
名
支
部
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
楽
し
い
２
日
間
の

催
し
で
す
。

　
【
日
時
】
４
月　
日
（
土
）・　

１６

１７

日（
日
）、い
ず
れ
も
午
前　
時
～

１０

午
後
５
時

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】式
典
、特
別
企
画
な
ど

＝
４
月　
日
（
土
）
午
後
０
時　

１６

４５

分
か
ら
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
▽
特
別
企
画
①
朗
読
劇

落
語
「
し
め
込
み
」
▽
式
典
▽
高

崎
市
文
化
協
会
榛
名
支
部
舞
台
発

表
（
社
交
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、

榛
名
音
頭
、
歌
謡
）
▽ 
達
磨 
贈
呈

だ
る
ま

式
（
抽
選
で　
人
に
だ
る
ま
を
プ

２０

レ
ゼ
ン
ト
）
▽
特
別
企
画
②
子
ど

も
バ
レ
エ
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ　
Ｄ
ｉ

ｓ
ｎ
ｅ
ｙ
」
▼
各
部
門　
▽
発
表

部
門
＝ 
邦
楽
、
合
唱
、
マ
マ
さ
ん

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
童
謡
、
吹
奏
楽
、

一
芸
、
舞
踊
、
歌
謡
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
吟
詠
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
、
太
鼓
、
阿
波
踊
り
▽
展
示
部

門
＝ 
華
道
、
盆
栽
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
切
り
絵
、
絵
手
紙
、
手
編
み
、

革
工
芸
▽
催
し
部
門
＝ 
お
茶
会
、

将
棋
大
会
、
囲
碁
大
会
、
句
会
、

朗
読
　
【
入
場
料
】
無
料

　
【
そ
の
他
】プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
団

体
・
サ
ー
ク
ル
で
配
布
し
ま
す

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
月
曜
～
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

（
金
融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風

俗
営
業
を
除
く
）
に
、
低
利
率
で

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。

　
ま
た
、
利
用
す
る
方
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子
や
信
用

保
証
料
の
一
部
を
市
が
助
成
し
て

い
ま
す
（
下
表
「
利
率
」「
利
子
補

給
」
欄
参
照
）。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
書

類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行
い
ま

す
。
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か

か
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
※
こ
の
他
に
「
大
規
模
小
売
店

舗
へ
出
店
す
る
中
小
企
業
者
へ
の

融
資
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
労
政
商

工
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
「
村
野
家
住
宅
」は
江
戸
時
代
か

ら
明
治
・
大
正
期
の
建
造
物
で
、

か
や
ぶ
き
屋
根
を
持
つ 
主
屋 を
中

し
ゅ
お
く

心
と
し
、
離
れ
・
土
蔵
３
棟
・ 
薬 やく

 
医 
門
・ 
中  
雀 
門
が
、
平
成　
年

い 

ち
ゅ
う じ
ゃ
く

２３

に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
同
住
宅
は
個
人
住

宅
で
あ
る
た
め
、
普
段
は
見
学
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
市
教

育
委
員
会
が
協
力
し
て
、
特
別
見

学
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

　
見
学
会
の
種
類
に
よ
り
、
申
し

込
み
先
や
締
め
切
り
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
ま
た
は
各
問
い
合

せ
先
へ
。

◎
柳
窪
旧
集
落
特
別
見
学
会

　
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
久
留

米
の
水
と
景
観
を
守
る
会
」「
柳
窪

の
環
境
・
景
観
の
保
全
を
考
え
る

会
」。

　
【
日
程
】
４
月　
日
（
祝
）

２９

　
【
時
間
】午
前　
時
か
ら
と
、午

１０

後
１
時　
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

１５

　
【
内
容
】村
野
家
を
含
め
た
柳
窪

旧
集
落
の
古
民
家
見
学

　
【
集
合
場
所
】西
武
バ
ス「
柳
窪

一
丁
目
」
バ
ス
停
（
東
久
留
米
駅

発
〈
錦
城
高
校
経
由
〉
武
蔵
小
金

井
駅
行
き
）

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
６
０
０
円
（
資
料
代
、

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
金
）

２２

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

氏
名
（
同
伴
２
人
ま
で
連
記
可
）、

住
所
、連
絡
先
電
話
番
号
、午
前・

午
後
の
希
望
と
返
信
用
宛
名
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
０
０
４
４
、　

　
年
４
月
に
開
園
し
た
「
体
験

２６
型
農
園
」
の
利
用
者
を
追
加
募
集

し
ま
す
。

　
体
験
型
農
園
は
農
家
が
自
身
の

畑
で
開
設
し
、
市
民
が
本
格
的
な

農
業
を
体
験
で
き
る
農
園
で
す
。

プ
ロ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
耕
作

す
る
の
で
、
良
質
な
野
菜
を
収
穫

で
き
、
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

　
市
が
開
設
し
市
民
が
自
由
に
耕

作
す
る
市
民
農
園
と
は
異
な
り
、

決
め
ら
れ
た
品
目
の
中
か
ら
野
菜

を
選
び
栽
培
し
ま
す
。
種
や
苗
・

肥
料
・
農
機
具
な
ど
野
菜
作
り
に

必
要
な
物
は
、
全
て
農
園
主
が
用

意
し
ま
す
。
栽
培
す
る
野
菜
の
品

目
は
多
数
あ
り
、
収
穫
し
た
野
菜

は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
１
年
を
通
し

た
農
作
業
を
楽
し
み
、
新
鮮
な
野

菜
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
利
用
期
間
】４
月
～　
年
２
月

２９

末
日
（
毎
年
３
月
は
畑
を
整
備
す

る
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
【
場
所
】グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
東

久
留
米
（
南
町
三
丁
目
７
番
先
）

　
【
応
募
資
格
】利
用
期
間
中
、継

続
し
て
農
作
業
が
で
き
、
農
園
で

の
講
習
会
な
ど
に
参
加
で
き
る
方

　
【
募
集
区
画
数
】３
区
画（　
平
３０

方
㍍
が
２
区
画
、　

平
方
㍍
が
１

３５

区
画
）

柳
窪
２
ノ　
ノ
６
、
奥
住
税
務
会

１１

計
事
務
所
内「
柳
窪
見
学
会
担
当
」

宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
同
担
当
・
佐
藤
☎
４
７
２
・

６
６
４
８
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

◎
村
野
家
住
宅　

特
別
見
学
会

　
村
野
家
住
宅
の
み
の
特
別
見
学

会
で
す
。
主
催
は 
顧
想 
園
（
村
野

こ
そ
う

家
）
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
。

　
【
日
程
】
①
４
月　
日
（
日
）
②

２４

６
月
９
日
（
木
）

　
【
時
間
】午
前　
時
か
ら
と
、午

１０

後
１
時
か
ら
（
約
１
時
間
半
）

　
【
集
合
場
所
】「
村
野
家
」
前
（
柳

窪
４
ノ　
ノ　
、
西
武
バ
ス
「
柳

１５

４１

窪
一
丁
目
」
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
７

分
。
途
中
案
内
標
識
あ
り
）

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
資
料
代
、

茶
菓
子
代
、
維
持
協
力
費
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
①
が
４
月　

日
１４

（
木
）
ま
で
、
②
が
５
月　

日
３０

（
月
）
ま
で
に
（
い
ず
れ
も
必
着
）、

往
復
は
が
き
に
氏
名
（
同
伴
２
人

ま
で
連
記
可
）、住
所
、連
絡
先
電

話
番
号
、
見
学
希
望
日
（
午
前
・

午
後
の
希
望
）
と
返
信
用
宛
名
を

記
入
の
上
、
〒
１
８
７
倆
０
０
４

１
、
小
平
市
美
園
町
１
ノ
６
ノ
１

ノ
２
０
７
、（
株
）
兼
七
内
、「
顧

想
園
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎

０
４
２
・
３
４
４
・
６
７
３
５
ま

た
は
同
担
当
・ 
黛 
☎
０
４
２
・

ま
ゆ
ず
み

４
１
０
・
０
４
９
２
へ
。

　
【
耕
作
料
】１

区
画
当
た
り
年

間
４
万
３
０
０

０
円
（
税
別
）

　
【
ご
注
意
】応

募
は
１
世
帯
に

つ
き
１
区
画
で

す
。
同
農
園
は

駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
の
利
用
を
前
提
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い

　
申
し
込
み
は
４
月
１
日
（
金
）

午
前
８
時
半
か
ら
、
産
業
政
策
課

（
市
役
所
６
階
）
で
受
け
付
け
ま

す
（
先
着
順
。
電
話
不
可
）。

　
詳
し
く
は
農
園
に
つ
い
て
が
遠

藤
農
園
☎
４
６
２
・
８
０
５
０
、

申
し
込
み
に
つ
い
て
が
同
課
農
政

係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

▲村野家住宅の
「離れ」

▲村野家住宅の
「薬医門」

▲村野家住宅の「主屋」

手話講習会の定員・対象
対象定員種別

市内在住・在勤５０人入門
市内在住・在勤３０人基礎
市内在住・
手話学習２年以上２０人応用

市内在住・
手話学習３年以上１５人実践

中小企業資金融資　制度一覧
融資期間

（うち据え置き期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（３カ月以内）

０.９%

１.８７５%
※１

５００万円
事業に必要な原材料の仕入
れ金および、給料の支払い
に必要な資金などの流動的
な資金

①法人の場合は市内に引き続き１年以上、本店所在
地を有すること。個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業所を市内または隣
接５市（西東京、小平、東村山、清瀬、新座）に
有すること

②同一事業を引き続き１年以上営んでいること
③市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市
民税・都民税または法人市民税・固定資産税・国
民健康保険税）などを完納していること

④適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であ
ること

⑤東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会
の信用保証を得られること

⑥法人の場合は、企業経営上責任ある役員の連帯保
証を得られること

　※別途連帯保証人の要件があります。

１運転資金

中
小
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月以内）７００万円

店舗、工場または倉庫の増
改築および機械器具などの
購入に必要な資金

２設備資金

６カ月以内
（据え置きなし）２００万円

従業員の夏季または冬季の
一時金の支払いに必要な資
金

３ボーナス
　資金

８年以内
（１年以内）７００万円

工場などにおいて、公害防
止に必要な設備投資を行う
ための資金

４公害防止
　設備資金

１０年以内
（１年以内）３,０００万円

街路灯、アーケード、駐車
施設、従業員厚生施設、そ
の他共同事業に必要な資金

５商店街
　振興資金

５年以内
（６カ月以内）３００万円

事業を新規に開始（事業を
開始して１年未満の方も含
む）する際、必要な原材料
および商品の仕入れ金なら
びに給料の支払いに必要な
資金などの流動的な資金

新たに会社を設立して市内で創業しようとする方、
または市内または隣接５市（西東京、小平、東村山、
清瀬、新座）で事業を営もうとする方は、上記③～
⑥および
○市内に引き続き２年以上住所を有する方であるこ
と

○次のいずれかに該当する方であること
ア同一企業に５年以上勤務し、同一事業を営もうと
する方

イ法律に基づく資格を有する方で、その事業を創業
する方

６新規開業
　運転資金

創業１年未満の方は、上記③～⑥および
法人の場合は、市内に本店所在地を有すること。個
人の場合は、市内に引き続き２年以上住所を有し、
かつ事業所を市内または隣接５市（西東京、小平、
東村山、清瀬、新座）に有すること

５年以内
（１年以内）１.２%５００万円

運転資金として使用し、事
業に必要な原材料の仕入れ
金および、給料の支払いに
必要な資金などの流動的な
資金

上記①～⑥および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産高）が、
前３年のいずれかの同期と比較して１０％以上減少し
ていること

７緊急資金
不
況
対
策

※１　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　　返済方法は、いずれの制度も割賦償還。

小口零細企業資金融資　制度一覧
融資期間

（うち据え置き期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（６カ月）

０.９%
１.８７５%
※２

５００万円
※１

事業に必要な原材料の仕入
れ金および、給料の支払い
に必要な資金などの流動的
な資金

①小規模企業者であること
②法人の場合は市内に引き続き１年以上、本店所在
地を有すること。個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業所を市内または隣
接５市（西東京、小平、東村山、清瀬、新座）に
有すること

③同一事業を引き続き１年以上営んでいること
④市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市
民税・都民税または法人市民税・固定資産税・国
民健康保険税）などを完納していること

⑤適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であ
ること

⑥東京信用保証協会の信用保証を得られること
⑦法人の場合は、企業経営上責任ある役員の連帯保
証を得られること

　※別途連帯保証人の要件があります。

１運転資金

小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月）

７００万円
※１

店舗、工場または倉庫の増
改築および機械器具などの
購入に必要な資金

２設備資金

５年以内
（６カ月）１.２%５００万円

※１

運転資金として使用し、事業に必
要な原材料の仕入れ金および、給
料の支払いに必要な資金などの流
動的な資金

上記①～⑦および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産高）が、
前３年のいずれかの同期と比較して１０％以上減少し
ていること

３不況対策
　緊急資金

※１　申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。
※２　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　　返済方法は割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。

耐震相談会年間日程
日時

午後２時～５時

４月８日（金）
６月１０日（金）
８月５日（金）
１０月１４日（金）
１２月９日（金）

２９年２月１０日（金）

２８年４月１日現在

２８年４月１日現在

４
月
は
８
日（
金
）に
開
催
し
ま

４
月
は
８
日（
金
）に
開
催
し
ま
すす

耐
震
相
談
会

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度度

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

市
の
各
種
資
金
融
資
制
度

手
話
講
習

手
話
講
習
会会（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践

（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践
））のの

受
講
者
を
募
集
し
ま

受
講
者
を
募
集
し
ま
すす

「
村
野
家
住
宅
」
特
別
見
学
会

（　

年
度
前
半
分
）
を
開
催
し
ま
す

２８

国
の
登
録
有
形
文
化
財

第第　

回
春
の
祭
典
２
０
１

回
春
の
祭
典
２
０
１
６６

２２２２
水
と
緑
の
ま
ち
～
こ
の
道
ひ
と
す
じ
に

水
と
緑
の
ま
ち
～
こ
の
道
ひ
と
す
じ
に
～～

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ーー

　

年
度
夜
間
手
話
講
習

年
度
夜
間
手
話
講
習
会会（
初
級
）

（
初
級
）のの

２８２８

受
講
者
を
募
集
し
ま

受
講
者
を
募
集
し
ま
すす

春の全国交通安全運動
４月６日（水）～１５日（金）

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
のの

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！！

体
験
型
農
園
の
利
用
者

体
験
型
農
園
の
利
用
者
をを

追
加
募
集
し
ま

追
加
募
集
し
ま
すす


